
〔分析〕

〔検証改善サイクルの確立に向けて〕
▢ 教育課程の改善に向けた検証改善サイクルの質の向上
・検証改善サイクルに関連する取組を行うこと自体が目的化しないよう、数値目標の設定
や年複数回の検証改善の実施、取組スケジュールの明確化など、検証改善サイクルの実
質化・迅速化を図ることが大切です。

・改善の取組が学校全体で徹底されるよう、教員間での共通理解や取組状況の振り返りを
日常的に継続することが大切です。

・組織の活性化が図られるよう、若手教員の育成を継続的に行うなど、人材育成の取組を
組織的・意図的・計画的に推進することが大切です。
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（１）検証改善サイクルの確立

「児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データなどに基づき、教育課程を編成し、実施し、
評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか」（学校質問紙）
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〔分析から明らかになったこと〕
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○ ＰＤＣＡサイクルや組織的な取組に関連する質問に肯定的に回答した本道の学校の割
合は、小・中学校ともに全国に比べて高く、このように回答した学校ほど各教科の平均
正答率が高い傾向がある。

● ＰＤＣＡサイクルや組織的な取組に関連する取組を「よくしている」と回答した学校
においても、教科の平均正答率が全国を下回っている状況が見られる。

２ 各取組における改善の具体
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「全国学力・学習状況調査の自校の結果について、調査対象学年・教科だけではなく、学校全体で教育
活動を改善するために活用しましたか」（学校質問紙）
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「創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼性を高められるよう、評価規準や評価方法の教員間での明確
化･共有化や､学年会や教科等部会等の校内組織の活用等､組織的かつ計画的な取組をしましたか｣

（学校質問紙）小学校 中学校
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検証改善サイクルの実質化・迅速化

校務分掌間の連携体制の強化

改善に向けた取組を学校全体で統一

「目的共有」と「対話協働」による学校のチーム力の強化

取組のポイント

○ 検証改善サイクルの実質化・迅速化
○ 校務分掌間の連携体制の強化
○ 改善に向けた取組を学校全体で統一

○ 児童の学力向上という目的が常に意識され、短いスパンで教育課程が効果的
に改善されていくなど、検証改善サイクルの実質化・迅速化を図ることができ
た。

○ 取組を通じて目的が共有され、改善に向けた協働的な取組が活発になるな
ど、学校のチーム力を高めることができた。

取組の成果

実践の概要

年２回の見直しにより、取組の質の向上と改善の迅速化を図るとともに、スケジュールの具
体化により、全教職員が見通しをもって検証改善サイクルに参画できるようにしています。

分掌間の連携によって、学力調査の結果等の活用と
校内研修の取組を関連付けられるようにし、様々な視
点から改善策を検討・推進できるようにしています。

帯広市立啓北小学校

・数値目標の達成
状況から学校改
善プランを年２
回見直し
・学力調査を活用
した検証改善の
スケジュールを
全教職員で共有

・教務と研修の両輪で学力向上の取組を推進できるよ
う、役割分担や連携体制を明確化
・教務主任、研究部長、着任１～２年の教員で構成す
る「学力向上検討チーム」で児童の実態の分析や改
善策を検討

・改善に向けて重点的に取り組むこと
を教員間で統一
・学習環境だけでなく、学習過程や学
習方法もそろえ、学校全体で徹底
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取組をそろえる背景を学校全体で共
有し、目的を意識しながら統一した取
組を徹底できるようにしています。



全教職員で自校の成果や課題、改善方策を協議

全教職員で生徒の目指す姿のイメージを共有

教員一人一人の特性を生かして教育活動を推進

教員の主体的な取組を促す組織体制の工夫

取組のポイント

○ 全教職員で自校の成果や課題、改善方策を協議
○ 全教職員で生徒の目指す姿のイメージを共有
○ 教員一人一人の特性を生かして教育活動を推進

○ 改善に対する教員の参画意識が高まり、目指す生徒像の実現に向けた教育活
動が学校全体で推進されるなど、改善に向けた取組を徹底することができた。

○ 教員による主体的・協働的な取組が自然と展開されるなど、教員が達成感や
充実感を実感しながら取組を推進する体制を構築することができた。

取組の成果

実践の概要

全教職員の関わりを通して目指す生徒像を具体化し、生徒と共有する
ことにより、教員と生徒が目標を共有して日常の教育活動を推進するこ
とができるようにしています。

特性を生かした取組と学校教育目標の実現と
のつながりを整理できるようにしています。

標津町立標津中学校

・全教職員での協
議により、生徒
の目指す姿を具
体化し、イメー
ジを共有
・生徒の目指す姿
を教室に掲示
し、生徒と共有

・表現力の育成や、楽しい授業づくり、
支援体制の構築、粘り強い指導、保護
者対応、端末の活用など、教員個々が
得意としていることを日常の教育活動
等から把握し、共有
・個々の教員の特性を生かす役割を分担

全教職員での課題分
析や、ミドルリーダー
会議を軸とした各分掌
での改善方策の検討な
ど、全教職員が参画で
きる体制を整備してい
ます。
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・年度当初に全教職員で課
題や改善方策を検討課題に対する改善アイディア

目標設定（校長）
取組方法
自己評価
（教諭）



人材育成の基本的な考え方を学校全体で共有

チームで初任段階教員を育成

初任段階教員と中堅・ベテラン教員の相互成長を促進

人材育成を通じた組織力の向上

取組のポイント

○ 人材育成の基本的な考え方を学校全体で共有
○ チームで初任段階教員を育成
○ 初任段階教員と中堅、ベテラン教員の相互成長を促進

○ 人材育成の取組を通して、初任段階や中堅、ベテラン教員が互いに協力し合
うなど、日常的な教職員の協力体制を構築できた。

○ 人材育成の取組を組織的・意図的・計画的に推進することで、組織全体を活
性化することができた。

取組の成果

実践の概要

人材育成の基本的な考え方を全教職員で共有するこ
とにより、全教職員が同じ方向性で人材育成に関わる
ことができるようにしています。
また、教職員一人一人の役割を明確にすることによ

り、学校経営の参画意識を高めています。

チームで人材育成に携わることにより、教職員の協働意
識を高め、改善の取組等の共通理解を図ることができるよ
うにしています。

北見市立三輪小学校

初任段階教員の育成を通して、中堅、ベテラン
教員がこれまでの自身の実践を振り返って改善し
たり、教育課程の改善に向けた重点的な取組を共
有したりできるようにしています。

・初任段階教員の育成を特定の教員に固定化せず、学年や専
科、分掌等のチームやチーム間の連携によって推進

・経験年数を考慮した学年構成や育成を意識した
分掌担当など、日常の業務を通じて相互成長を
図ることができる人的配置を工夫

・チームを意識した人的配置や初任段階教員への学校
全体を動かす役割への配置など、初任段階から中
堅、ベテラン教員が互いに高め合うための人材育成
の基本的な考え方をグランドデザインに掲載し、学
校全体で共有
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